
1 全体基本方針

2 内容

１）組織体制強化

２）政策、行政への提言

２）人財育成・人財確保

３）業務改善、制度への対応

令和5年度福岡市老人福祉協議会事業計画

令和4年度は新型コロナウィルス感染拡大と世界情勢悪化による物価高騰により、各施設が
大きなダメージを受けた年となりました。しかし、一方では、入院できない感染者を懸命に
ケアする高齢者施設職員に対しては評価の高まりを感じることもできました。令和5年度は
「脱コロナ」の気運が高まり、介護業界も新たな対応を迫れられることになります。さら
に、物価高騰、人件費の上昇、人財不足、介護報酬改定等の課題も控えております。また、
この状況の中、地域でも高齢者の交流活動が減り、つながりの希薄化が進んでおります。
「施設の経営」と「地域力の回復」という課題に立ち向かい、少しでも解決できるようこれ
まで以上に会員施設間の協力・連携を強めていきたいと思います。
そして、「福祉・介護の意義・魅力」を感じつつ、新たな時代へ踏みだすため、今年度本会
では、以下の課題に向けて取り組みます。

１）組織体制の強化（協力しながら課題解決する力）
２）福祉、介護の原点である、「尊厳の保持」と「自立支援」を基盤に、介護現場の
　　改革と科学的介護の推進
３）魅力ある業界にするための介護人財育成と介護人財の確保、働く環境の改善
４）感染症、災害等の危機への対応強化
５）地域のお困り事への対応、生活困窮者への支援
６）行政、他団体等との協働、意見交換の実施

　各ブロックへの情報発信と情報収集を行い、課題解決に繋げます。また、ブロック
　代表施設と共に組織を支えるブロック活性化委員会を設置し、ブロック活動の活性
　化に努めます。
　ホームページ、LINEを通じて情報の発信、共有を行います。
　また、事務局を外部企業に委託し、組織運営の効率化を図ります。

　福祉・介護の理念を基本とした各種研修の実施や、職員間の交流の機会をつくり、
　人財育成、モチベーション向上につなげます。また、広報活動や福岡市や他団体と
　協力しながら「福祉のしごと」の魅力発信を行い、人財確保に努めます。

　業務改善（DX化を含む）、LIFE、処遇改善加算などの取組み状況の把握、情報収集
　と会員施設への情報発信を行い、また会員施設運営等の課題を抽出し、行政や他団
　体と協力しながら課題解決に努めます。

　施設運営の課題を全国老施協、九社連と連携し、政策や行政へ提言します
　全国老施協への入会を促進します。
　



４） 災害・感染症対策

５） 有益な情報の発信

3 会議の開催について

１）社員総会　　　　　　　　　　　　　　　；　年2回以上（3月・5月）

２）役員会（ブロック代表・理事・委員長）　；　毎月

３）理事会　　　　　　　　　　　　　　　　；　毎月

４）各委員会　　　　　　　　　　　　　　　；　随時

4 関連事業について

　　　令和５年11月29日（水）～11月30日（木）開催予定

　・第2回全国老人福祉施設大会・研究会議（JS フェスティバル in 岐阜）

　　　令和6年2月15日（木）～16日（金）　開催予定

２）全国関係

   ・令和5年度九社連施設長研修会（熊本大会）

　施設での災害対策やDWATの加入を促進し、福岡県、福岡市、県老施協等と協力しな
　がら災害時の体制をつくっていきます。また、感染症対策については研修の実施や
　行政と連携し、　情報の共有、物資・人財等の協力体制を整えます。

　施策や行政、各種関係機関等の有益な情報をSNSを活用し、会員施設に発信したり
　共同購入を実施し会員の経費改善を支援します。

１）九州ブロック関係

   ・九州老人福祉施設職員研究大会（福岡大会）

　　　令和5年10月19日（木）～20日（金）　開催予定


